
(57)【要約】

【課題】　超音波センサにより障害物の接近状況を判断

し回避処置などの対処を行う装置において、より複雑で

正確な処置を実現するために超音波センサの検知距離範

囲の拡大が求められている。従って、遠距離の検出を行

うために送信音圧の高音圧化および受信感度の向上、近

距離の検出を行うために残響時間の短縮が課題となって

いる。また、障害物検知距離精度を上げるため励振応答

特性の向上が望まれている。

【解決手段】　本発明は、防滴型超音波センサの有底筒

状ケースの底面外側に段差を設け底面の振動部を突出し

た形状にし、振動面周囲の壁面厚さを振動面厚さより薄

くすることによって高音圧、高感度化、残響時間の短縮

および励振応答特性の向上を実現した。

【選択図】　　　　　　図１
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【 特 許 請 求 の 範 囲 】
【 請 求 項 １ 】
　 有 底 筒 状 ケ ー ス の 底 面 内 部 に 圧 電 素 子 を 接 着 し て な る 超 音 波 セ ン サ に 於 い て 、 底 面 近 傍
の 筒 部 壁 面 （ ［ 図 １ ］ の 厚 さ ｂ ） を 底 面 厚 さ （ ［ 図 １ ］ の 厚 さ ａ ） と 同 等 あ る い は よ り 薄
く す る こ と で 障 害 物 検 知 距 離 範 囲 お よ び 精 度 を 改 善 さ せ た こ と を 特 徴 と す る 超 音 波 セ ン サ
。
【 発 明 の 詳 細 な 説 明 】
【 技 術 分 野 】
【 ０ ０ ０ １ 】
　 本 発 明 は 、 超 音 波 を 送 信 、 受 信 す る こ と に よ り 障 害 物 等 の 検 出 を 行 う 超 音 波 セ ン サ に 関
す る も の で あ る 。
【 背 景 技 術 】
【 ０ ０ ０ ２ 】
　 従 来 の 防 滴 型 超 音 波 セ ン サ の 断 面 図 を 図 ２ お よ び 図 ３ に 示 す 。 ア ル ミ ニ ウ ム 材 等 か ら 成
る 有 底 筒 状 ケ ー ス ６ の 底 面 内 部 に 圧 電 素 子 ２ を 接 着 剤 １ で 接 着 し 、 圧 電 素 子 ２ の 有 底 筒 状
ケ ー ス ６ と の 接 着 面 側 と は 反 対 面 と 、 有 底 筒 状 ケ ー ス ６ よ り 入 出 力 リ ー ド ５ を 半 田 付 け し
取 り 出 す 。 圧 電 素 子 ２ と 有 底 筒 状 ケ ー ス ６ と は 電 気 的 に 接 続 さ れ て お り 、 更 に 、 圧 電 素 子
２ と 入 出 力 リ ー ド ５ ａ 及 び 、 有 底 筒 状 ケ ー ス ６ と 入 出 力 リ ー ド ５ ｂ と は 、 電 気 的 に 接 続 さ
れ て い る 。 圧 電 素 子 の 上 面 に 発 泡 弾 性 体 等 の 吸 音 材 ３ を 載 置 し 、 更 に そ の 上 か ら シ リ コ ン
等 の 弾 性 封 止 剤 ４ を 有 底 筒 状 ケ ー ス ６ 内 に 充 填 し 構 成 す る 。 有 底 筒 状 ケ ー ス ６ の 底 面 外 側
は フ ラ ッ ト （ 図 ２ ） あ る い は コ ニ カ ル （ 図 ３ ） で あ る の が 一 般 的 で あ る 。
【 特 許 文 献 １ 】 特 許 公 開 ２ ０ ０ ２ － ２ ６ ２ ３ ８ ３ 　 超 音 波 振 動 子
【 非 特 許 文 献 １ 】 富 川 義 朗 著 　 「 超 音 波 エ レ ク ト ロ ニ ク ス 振 動 論 ― 基 礎 と 応 用 」 　 朝 倉 書
店 　 １ ９ ９ ８ 年
【 発 明 の 開 示 】
【 発 明 が 解 決 し よ う と す る 課 題 】
【 ０ ０ ０ ３ 】
　 超 音 波 セ ン サ に よ り 障 害 物 の 接 近 状 況 を 判 断 し 回 避 処 置 な ど の 対 処 を 行 う 装 置 に お い て
、 よ り 複 雑 で 正 確 な 処 置 を 実 現 す る た め に 超 音 波 セ ン サ の 検 知 距 離 範 囲 の 拡 大 が 求 め ら れ
て い る 。 従 っ て 、 遠 距 離 の 検 出 を 行 う た め に 送 信 音 圧 の 高 音 圧 化 お よ び 受 信 感 度 の 向 上 、
近 距 離 の 検 出 を 行 う た め に 残 響 時 間 の 短 縮 が 課 題 と な っ て い る 。 ま た 、 検 知 精 度 を 向 上 さ
せ る た め 少 な い 励 振 時 間 で 音 波 を 出 力 で き る こ と が 望 ま れ て い る 。 従 来 の 有 底 筒 状 ケ ー ス
よ り な る 防 滴 型 超 音 波 セ ン サ に お い て は 底 面 の 振 動 が 筒 部 に 伝 わ り 超 音 波 の 送 信 出 力 効 率
の 低 下 、 残 響 時 間 延 長 お よ び 励 振 応 答 悪 化 の 原 因 と な っ て い た 。 底 面 を コ ニ カ ル 形 状 と し
た も の で は 振 動 部 と 筒 状 部 を つ な ぐ 薄 肉 部 の 面 積 が 少 な い た め 振 動 遮 断 と い う 目 的 を 達 す
る に は 不 十 分 か つ 不 安 定 で あ る 。
【 課 題 を 解 決 す る た め の 手 段 】
【 ０ ０ ０ ４ 】
　 本 発 明 は 、 防 滴 型 超 音 波 セ ン サ の 有 底 筒 状 ケ ー ス の 底 面 外 側 に 段 差 を 設 け 底 面 の 振 動 部
を 突 出 し た 形 状 に し 、 振 動 面 周 囲 の 壁 面 厚 さ を 振 動 面 厚 さ よ り 薄 く す る こ と に よ っ て 高 音
圧 化 、 高 感 度 化 、 残 響 時 間 の 短 縮 お よ び 励 振 の 応 答 改 善 を 実 現 し た 。 な お 、 セ ン サ の 応 答
改 善 は 励 振 時 間 の 短 縮 を 可 能 に す る の で 精 度 向 上 の ほ か 残 響 時 間 短 縮 の 一 助 に も な る 。
【 発 明 の 効 果 】
【 ０ ０ ０ ５ 】
　 超 音 波 セ ン サ の 高 音 圧 化 、 高 感 度 化 お よ び 残 響 時 間 の 短 縮 に よ り 障 害 物 の 検 知 距 離 範 囲
を 拡 大 さ せ た 。 ま た 、 励 振 応 答 特 性 の 改 善 に よ り 検 知 精 度 向 上 を 可 能 に し た 。
【 発 明 を 実 施 す る た め の 最 良 の 形 態 】
【 ０ ０ ０ ６ 】
　 図 １ の よ う に ア ル ミ ニ ウ ム 材 等 か ら 成 る 有 底 筒 状 ケ ー ス ６ の 底 面 内 部 に 圧 電 素 子 ２ を 接
着 剤 １ で 接 着 し 、 圧 電 素 子 ２ の 有 底 筒 状 ケ ー ス ６ と の 接 着 面 側 と は 反 対 面 と 、 有 底 筒 状 ケ
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ー ス ６ よ り 入 出 力 リ ー ド ５ を 半 田 付 け し 取 り 出 す 。 圧 電 素 子 ２ と 有 底 筒 状 ケ ー ス ６ と は 電
気 的 に 接 続 さ れ て お り 、 更 に 、 圧 電 素 子 ２ と 入 出 力 リ ー ド ５ ａ 及 び 、 有 底 筒 状 ケ ー ス ６ と
入 出 力 リ ー ド ５ ｂ と は 、 電 気 的 に 接 続 さ れ て い る 。 圧 電 素 子 の 上 面 に 発 泡 弾 性 体 等 の 吸 音
材 ３ を 載 置 し 、 更 に そ の 上 か ら シ リ コ ン 等 の 弾 性 封 止 剤 ４ を 有 底 筒 状 ケ ー ス ６ 内 に 充 填 し
構 成 す る 。 有 底 筒 状 ケ ー ス ６ の 底 面 外 側 に 段 差 を 設 け 、 突 起 部 側 面 の 厚 さ を 底 面 厚 さ と 同
等 あ る い は よ り 薄 く し た （ 図 １ 中 の 厚 さ ： ａ ≧ ｂ と し た ） 構 造 の 超 音 波 セ ン サ 。
【 図 面 の 簡 単 な 説 明 】
【 ０ ０ ０ ７ 】
【 図 １ 】 本 発 明 の 実 施 の 形 態 に 関 わ る 超 音 波 セ ン サ の 断 面 図
【 図 ２ 】 従 来 の 形 態 に 係 る 超 音 波 セ ン サ の 断 面 図 （ フ ラ ッ ト 底 面 ）
【 図 ３ 】 従 来 の 形 態 に 係 る 超 音 波 セ ン サ の 断 面 図 （ コ ニ カ ル 底 面 ）
【 符 号 の 説 明 】
【 ０ ０ ０ ８ 】
　 　 １ 　 接 着 剤
　 　 ２ 　 圧 電 素 子
　 　 ３ 　 吸 音 材
　 　 ４ 　 弾 性 封 止 剤
　 　 ５ 　 電 極 引 き 出 し 線
　 　 ６ 　 有 底 筒 状 ケ ー ス
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【 図 １ 】

【 図 ２ 】

【 図 ３ 】
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